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災害対策調査特別委員会報告資料 

令 和 3 年 2 月 2 4 日 

危機管理室防災危機管理課 

 

令和３年度出水期における避難所開設(案)について 

 

令和元年東日本台風（台風第１９号）の対応を踏まえ、板橋区では荒川氾濫を見据えた

具体的な取組として「令和２年度大規模水害避難等対応方針」を策定した。 

 令和２年度出水期における新たな課題や、国･都による垂直避難のあり方検討の方向性

等を踏まえ、令和３年度の対応方針を策定する予定である。 

まずは、下記のとおり、開設避難所の運用改善について先行して検討することにより、

新たな水害ハザードマップに反映させるなど、区民への早期周知を図る。 
 

記 
 

１ 令和２年度出水期における課題及び対策の方向性 

(1) 大規模水害に至る可能性が低い台風への対応 

  小型で勢力の強くない台風（第１２号・第１４号）は、進路が直前まで固まらず、

区の態勢判断が困難だった。➡ 同程度の台風での区内被災状況を再確認し最適化 

(2) 浸水域近くの避難所の混雑への対応 

台風第１０号は、特別警報級の勢力で九州上陸の恐れがあるとされ、避難の呼び掛

けにより、九州各地で浸水域近くの避難所が混雑した。➡ 浸水域に近い避難所の増を

検討 

(3) 垂直避難のあり方の整理 

  国･都による広域避難検討会で、荒川浸水継続３日未満の地域は、一定の条件のもと

上層階への垂直避難を許容する方向性が示された。➡ 垂直避難可能な避難所を明確化 
 

２ 課題への対応（令和２年度からの変更点）※詳細は２頁参照 

(1) 現行のフェーズ制（当初から荒川氾濫を見据えて段階的に避難所開設）から、 

シフト制（想定被災内容に応じて態勢を選択）に移行し、態勢の最適化を図る。 

(2) 荒川氾濫の可能性がある場合には、垂直避難可能な「浸水継続時間３日未満の 

地域」にある避難所をすべて開設し（浸水域内の避難所２か所→１０か所に増）、

浸水域に近い避難所の混雑低減と、浸水域内における開設避難所の明確化を図る。 
 

３ 今後のスケジュール 

令和３年度 

  ６月  「令和３年度 水害時避難等対応方針」を議会報告、運用開始 

  ７月   水害・土砂災害ハザードマップを掲載した「いたばしくらしガイド/ 

       防災ガイド 2021」発行、全戸配布実施 
 

４ 担当 

  危機管理室 防災危機管理課 計画推進グループ 
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令和３年度出水期における避難所開設(案) 詳細                        

台風等から水害の規模に応じて開設する避難所をフレキシブルに選択できるようにする。 

●規模小…土砂災害と石神井川･白子川の急な水位上昇に備えるシフト[土砂災害シフト] 

                          (避難所１６か所)        

●規模中…荒川氾濫への警戒と中小河川の氾濫を見越したシフト[荒川シフト ver.1]  

                          (土砂災害シフトを含む３２か所)  

●規模大…荒川氾濫が現実的となった場合のシフト[荒川シフト ver.2]  

                                                 （追加３７か所：全６９か所） 

土砂災害シフト …【台風の予報円に区が含まれる かつ 気象庁から早期注意情報が発表 

         されている場合】荒川氾濫に至る可能性は低いが、台風の直接的影響 

         がある場合に、土砂災害警戒情報発令を目途に避難所１６か所を開設。 

 

 

 

 

荒川シフト ver.1 …【江東五区の｢自主的広域避難情報(荒川)｣ の発令 または 気象庁緊急 

          記者会見で危険度が高い場合】荒川流域３日間累積雨量が 500mm以上の 

         予測など、荒川氾濫の可能性があり中小河川の危険度が高まった場合、 

         避難所３２か所を開設。 

         ★荒川浸水継続３日未満の地域にある避難所１０か所も開設する 

          [該当校] 志村坂下小･北前野小・三園小･高島第二小･高島第三小･ 

               高島第五小･志村第四中･西台中･高島第二中･高島第三中 

         ★併せて一時集合場所[情報拠点]２か所も設置する 

          [該当校] 舟渡小・新河岸小 

 

 

 

 

荒川シフト ver.2 …【荒川洪水警報の発令 または治水橋(さいたま市)の水位が氾濫危険 

                  水位を超過し上昇中など】避難者増により収容が困難となることに備え 

         避難所３７か所を追加開設し、合計６９か所とする。 

 

 

 

 

シフト 開設判断 開設避難所 

土砂災害シフト 
（土砂災害警戒･ 
  中小河川注意） 

台風 
最接近前
48H-24H 

16 か所 
① 土砂災害ハザードマップにおける避難所（13） 
② 石神井川に隣接する避難所の一部（3） 

シフト 開設判断 開設避難所 

荒川シフト ver.1 
（荒川氾濫:警戒） 

台風 
最接近前
48H-24H 

32 か所 
③ 土砂災害シフト（16） 
④ 石神井川に隣接する避難所の増設など（6） 
⑤ 荒川浸水継続 3 日未満の地域の避難所（10） 

2 か所 ⑥ 舟渡小・新河岸小 ※情報拠点として開設 

シフト 開設判断 開設避難所 

荒川シフト ver.2 
（荒川氾濫：緊急） 

計画運休 
開始前

2H 
69 か所 

⑦ その他高台の避難所（27） 
⑧ 体育館（小豆沢・赤塚） 
⑨ 生涯学習センター（大原・成増） 
⑩ ふれあい館（仲町・徳丸・中台） 
⑪ ホール（志村・アクト） 
⑫ 文化会館 


